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新年のごあいさつ
　

町
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
す
が
す
が
し
い

平
成
19
年
の
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
お

健
や
か
に
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
心
暖
ま
る
励

ま
し
と
ご
叱
正
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
町
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
18
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

国
内
は
記
録
的
な
大
雪
に
襲
わ
れ
、
交
通
網
の

寸
断
や
死
者
が
相
次
ぎ
、過
疎
地
に
お
け
る
「
雪

と
の
闘
い
」
か
ら
高
齢
化
や
人
口
減
少
時
代
の

街
づ
く
り
の
難
し
さ
な
ど
、
新
た
な
対
応
が
求

め
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
景

気
は
戦
後
最
長
の
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え

る
一
方
、「
勝
ち
組
、
負
け
組
」
に
象
徴
さ
れ

る
格
差
社
会
が
進
行
し
、
医
療
制
度
改
革
や
介

護
保
険
制
度
改
革
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成

立
な
ど
、
福
祉
を
と
り
ま
く
環
境
は
一
段
と
厳

し
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
急
速
な
人
口

減
少
や
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
経
済
・
社
会
情

勢
に
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
的
変
化
を
も
た
ら
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
子
育
て
支
援
や
男
女
共
同
参

画
社
会
の
推
進
な
ど
、
少
子
化
対
策
が
重
要
な

政
策
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
他

に
も
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
校
内
暴
力
、
児
童

虐
待
、
青
少
年
に
よ
る
凶
悪
な
犯
罪
な
ど
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
安
全
・
安
心
が
著
し
く
損
な

わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
越
前
町
に
お
い
て
は
、
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て「
水
仙
」「
竹
」「
か
も
め
」「
越
前
が
に
」

が
決
ま
り
、
国
際
交
流
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

4
月
に
は
、
地
元
で
あ
る
丹
生
高
校
へ
進
学
す

る
優
秀
な
生
徒
を
支
援
す
る
「
町
青
雲
特
待
生

奨
学
金
交
付
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
よ
り
「
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
5
月
に

は
、「
越
前
学
悠
久
塾
」
が
開
講
し
、
6
月
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」
の

出
発
式
が
行
わ
れ
、
運
行
を
開
始
し
、
7
月
に

は
、
国
道
3
6
5
号
梅
浦
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
8
月
に
は
、
全
国
高
校
総

体
ホ
ッ
ケ
ー
の
部
で
丹
生
高
女
子
チ
ー
ム
が
準

優
勝
を
か
ざ
り
、
第
38
回
全
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
中

学
生
選
手
権
大
会
で
は
、
朝
日
中
女
子
チ
ー
ム

が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
第
28
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会

が
本
町
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
1
，5
0
0
人

あ
ま
り
の
大
会
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
10
月

に
は
、
整
備
を
進
め
て
い
た
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー

場
が
完
成
し
、
第
7
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府

県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か

れ
、
選
手
た
ち
は
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
3
月

か
ら
始
め
た
町
政
懇
談
会
は
延
べ
16
回
に
お
よ

び
、
1
5
2
件
の
提
案
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
7
月
の
豪
雨
で
は
1
8
3
件
あ
ま
り

の
被
害
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
人

的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
5
月

の
第
26
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
を
皮
切
り
に
、
11

月
の
越
前
か
に
ま
つ
り
で
イ
ベ
ン
ト
は
全
て
終

了
し
、
20
万
人
あ
ま
り
の
入
込
客
数
と
な
り
ま

し
た
。
以
上
、
昨
年
は
多
く
の
事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
積
極

的
な
活
動
の
成
果
で
あ
り
、
実
り
多
き
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
新
生
越
前
町
に
と
っ
て
合

併
後
3
年
目
を
迎
え
、
一
層
の
行
財
政
改
革
を

進
め
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た

施
策
の
仕
上
げ
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
対

し
成
果
を
確
実
に
示
す
べ
き
年
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も
の
教
育
や
少
子
化
対

策
、
安
全
・
安
心
の
確
保
、
住
環
境
の
整
備
、

農
林
水
産
業
の
新
た
な
展
開
、
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
、
上
下
水
道
や
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
の
重
要
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
観
光
振

興
元
年
と
し
て
、
越
前
ブ
ラ
ン
ド
や
数
多
く
の

文
化
財
、
伝
統
芸
能
、
そ
し
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
場

を
中
心
と
し
た
体
育
施
設
、
海
・
山
・
里
の
豊

か
な
自
然
、
食
材
な
ど
を
紹
介
し
、
全
国
に
向

け
て
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

越
前
町
長
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新年のごあいさつ
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
夢

と
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
町
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
を
賜
り
、

　

さ
ら
に
は
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
亥
で
す
。
猪
と
言
え
ば
「
猪

突
猛
進
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
が
、
猪
の

肉
は
万
病
を
防
ぐ
と
言
わ
れ
、
無
病
息
災
の
象

徴
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
は
、
き

っ
と
平
穏
で
健
や
か
な
年
で
あ
る
と
信
じ
る
と

と
も
に
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
5
年
間
続
い
た
小
泉
政
権
が
9
月

に
安
部
政
権
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
安

部
総
理
大
臣
の
も
と
で
国
政
が
動
き
、
総
理
が

目
指
す
「
美
し
い
国
、日
本
」
の
実
現
に
向
け
て
、

「
美
し
い
国
創
り
内
閣
」
が
始
動
し
て
い
ま
す
。

安
部
総
理
の
所
信
表
明
演
説
で
は
、
人
口
減
少

を
現
実
と
し
て
捉
え
、
都
市
と
地
方
の
格
差
や

教
育
の
再
生
、
さ
ら
に
、
企
業
モ
ラ
ル
の
低
下
、

国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
諸
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
と
に
、
国
の
財
政

再
建
と
行
財
政
改
革
の
断
行
を
強
く
掲
げ
、
地

方
の
行
財
政
に
つ
い
て
も
抜
本
的
な
改
革
を
進

め
な
が
ら
、
地
方
交
付
税
改
革
を
絡
め
地
方
に

自
律
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
経
済
は
、
戦
後
最
長
の
「
い
ざ

な
ぎ
景
気
」
を
超
え
て
回
復
を
続
け
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
で
は
全
く
実
感
が

湧
い
て
こ
な
い
の
が
現
状
か
と
思
い
ま
す
。
社

会
現
象
と
し
て
は
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
や
必

修
科
目
の
履
修
漏
れ
な
ど
、
学
校
教
育
の
現

場
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
お
り
、
教
育
基
本
法
の

改
正
に
よ
り
教
育
の
再
生
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
隣
国
の
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

や
核
実
験
の
実
施
な
ど
、
原
子
力
発
電
所
に
隣

接
す
る
本
町
に
と
っ
て
も
、
心
穏
や
か
な
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

他
方
、
お
め
で
た
い
話
も
あ
り
ま
し
た
。
悠

仁
さ
ま
の
ご
誕
生
や
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

日
本
人
選
手
の
活
躍
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
に
心
を

躍
ら
せ
ま
し
た
。
平
成
18
年
は
そ
ん
な
年
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
は
、
本
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

年
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

合
併
し
て
2
年
、
合
併
の
功
罪
が
さ
さ
や
か

れ
る
頃
で
す
が
、
本
町
の
合
併
は
、
合
併
自
体

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

ま
ち
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
の
合
併
で
し
た
。

し
か
し
、
合
併
し
て
も
人
口
の
減
少
は
続
き
、

高
齢
化
や
過
疎
化
減
少
も
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

人
口
の
流
出
を
防
ぎ
、
活
力
あ
る
地
域
を
築
く

こ
と
が
本
町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
誰

も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
手
段
に
つ

い
て
も
現
実
を
無
視
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
現
代
社
会
は
私
た
ち
が
未

だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
新
た

な
事
態
に
日
々
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
本
町
に
お

い
て
は
良
い
と
こ
ろ
は
伸
ば
し
、
悪
い
と
こ
ろ

は
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
一
歩
一
歩
着

実
に
前
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
町
政
も
3
年
目
を
迎
え
、
厳
し
い
財
政
運

営
の
中
で
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
工
夫
と
創

造
を
駆
使
し
な
が
ら
各
種
の
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
町
議
会
と
し
ま
し

て
も
、
議
会
の
役
割
を
十
分
に
認
識
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ

ら
に
議
会
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
改
革
・
前
進

す
る
議
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
春
先
に
県
知
事
選
挙
、
県
議
会
議

員
選
挙
も
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
議
員
も
一
期

目
の
折
り
返
し
地
点
に
立
ち
ま
す
が
、
初
心
を

忘
れ
ず
、
本
町
の
発
展
に
渾
身
の
努
力
を
し
て

い
く
所
存
で
、
改
め
て
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

越
前
町
議
会
議
長

　

渡　
　

辺　　
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地方交付税
64億3,261万3千円

（39.1％）

町債
37億4,306万7千円

（22.8％）

自主財源
39億3,734万8千円

（23.9％）

諸収入
2億3,703万7千円

（1.4％）

繰入金
3億4,116万円
（2.1％）

繰越金
7億3,894万7千円

（4.5％）

地方特例交付金
7,527万8千円（0.5％）

自動車取得税交付金
7,204万2千円（0.4％）

利子割交付金
1,595万8千円（0.1％）

配当割交付金
748万5千円（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金
998万3千円（0.1％）

交通安全対策特別交付金
267万円（0.0％）

国庫支出金
8億9,523万2千円

（5.4％）県支出金
８億2,682万8千円

（5.0％）

歳  入
164億5,674万9千円

（100％）

町税
20億6,122万8千円

（12.5％）

依存財源
125億1,940万1千円

（76.1％）

分担金及び
負担金

３億7,346万3千円
（2.3％）

財産収入
3,603万6千円
（0.2％）

使用料及び手数料
１億4,947万7千円

（0.9％）

地方消費税交付金
2億822万9千円

（1.3％）
地方譲与税

2億3,001万6千円
（1.4％）

歳
入

　

歳
入
決
算
額
は
1
6
4

億
5
，6
7
4
万
9
千
円
で
、

前
年
度
（
合
併
に
よ
る
旧

町
村
と
新
町
の
合
算
額
、
以

下
同
じ
）
と
比
べ
56
億
7
，

4
7
1
万
7
千
円
（
対
前
年

度
▲
25
・
6
%
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出

　

歳
出
は
1
5
6
億
6
，

5
8
4
万
6
千
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
48
億
8
，6
5
5

万
5
千
円
（
対
前
年
度
▲

23
・
8
%
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

決
算
収
支

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
7
億

9
，0
9
0
万
3
千
円
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事

業
に
充
て
る
繰
越
財
源
1
，

6
3
9
万
9
千
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
額
（
実
質

的
な
剰
余
金
）
は
7
億
7
，

4
5
0
万
4
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

 

歳
出
【
目
的
別
】

◇ 

総
務
費

　

総
務
費
は
、
合
併
準
備

経
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
17
億
5
，

9
8
2
万
6
千
円
（
対
前
年

度
▲
59
・
1
%
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

◇ 

諸
支
出
金

　

諸
支
出
金
は
、
地
域
振
興

基
金
へ
の
積
立
金
の
増
な
ど

 

歳
入

◇ 

町
税

　

町
税
は
、
個
人
・
法
人
町

民
税
や
固
定
資
産
税
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

4
，8
3
2
万
1
千
円
（
対

前
年
度
2
・
4
%
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

◇ 

繰
入
金

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
の
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
と
比
べ
26
億
8
，

9
7
6
万
9
千
円
（
対
前
年

度
▲
88
・
7
%
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

◇ 

国
庫
・
県
支
出
金

　

国
庫
・
県
支
出
金
は
、

前
年
度
と
比
べ
8
億
4
，

9
0
7
万
5
千
円
（
対
前
年

度
▲
33
・
0
%
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

◇ 

町
債

　

町
債
は
、
地
域
振
興
基
金

の
積
立
に
充
て
る
た
め
の

借
入
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
3
億
4
，

2
8
7
万
4
千
円
（
対
前
年

度
10
・
1
%
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

◇ 
地
方
交
付
税

　

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度

と
比
べ
2
，0
5
7
万
円（
対

前
年
度
0
・
3
%
）
の
微
増

と
な
り
ま
し
た
。

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

7
億
9
，0
6
4
万
4
千
円

（
対
前
年
度
55
・
2
%
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

公
債
費

　

公
債
費
は
、
前
年
度
に
あ
っ
た

減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償
還
や

借
換
に
よ
る
償
換
が
な
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
12
億
5
，9
1
5
万
3
千
円

（
対
前
年
度
▲
34
・
8
%
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

歳入決算額
①

歳出決算額
②

歳入歳出差引額
①－②=③

繰越財源
④

実質収支額
③－④=⑤

16,456,749 15,665,846 790,903 16,399 774,504

一般会計決算の状況

※歳入決算額と歳出決算額の千円未満の金額は、切り捨てにより作成しています。

 
平
成
17
年
度  

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
決
算

（単位：千円）
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歳
出
【
性
質
別
】

◇ 

義
務
的
経
費

　

人
件
費
（
議
員
・
委
員
の
報
酬
、

職
員
の
給
与
・
共
済
費
な
ど
）、
扶

助
費
（
障
害
者
（
児
）・
老
人
の

生
活
支
援
、
乳
幼
児
等
医
療
費
の

助
成
、
児
童
手
当
の
支
給
な
ど
）、

公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
）
を
合

わ
せ
54
億
4
，8
8
0
万
4
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

投
資
的
経
費

　
普
通
建
設
事
業
費
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
購
入
、
農
道
・

林
道
・
漁
港
な
ど
の
整
備
、
町

道
の
改
良
、
学
校
の
改
造
な

ど
）、
災
害
復
旧
事
業
費
（
災

害
で
被
災
し
た
農
地
、
農
業
用

施
設
、
町
道
な
ど
の
復
旧
）
を

合
わ
せ
24
億
5
，7
1
0
万
2
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

◇ 

そ
の
他
の
経
費

　
物
件
費
（
事
務
執
行
経
費
、

施
設
管
理
費
な
ど
）、
補
助
費
等

（
団
体
・
事
業
へ
の
補
助
負
担
金
、

一
部
事
務
組
合
・
企
業
会
計
へ

の
負
担
金
な
ど
）、
繰
出
金
（
特

別
会
計
へ
の
支
出
金
な
ど
）、
積

立
金
（
基
金
へ
の
積
立
）
な
ど

を
合
わ
せ
77
億
5
，9
9
4
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

民生費
27億5,589万3千円

（17.6％）

衛生費
7億5,763万2千円

（4.8％）

商工費
6億6,357万7千円

（4.2％）

消防費
4億1,750万2千円

（2.7％）

歳　出
【目的別】

156億6,584万6千円
（100％）

農林水産業費
12億653万円2千円

（7.7％）

労働費
9,741万6千円
（0.6％）

土木費
17億1,663万8千円

（10.9％）

教育費
20億8,423万3千円

（13.3％）

災害復旧費
2,422万5千円
（0.2％）

公債費
23億6,099万5千円

（15.1％）

諸支出金
22億2,194万9千円

（14.2％）

議会費
１億3,899万8千円

（0.9％）

総務費
12億2,025万6千円

（7.8％）

人件費
20億7,133万8千円

（13.2％）

歳　出
【性質別】

156億6,584万6千円
（100％）

義務的経費
54億4,880万4千円

（34.8％）

その他の経費
77億5,994万円
（49.5％）

投資的経費
24億5,710万2千円

（15.7％）

公債費
23億6,098万9千円

（15.1％）

普通建設事業費
24億3,287万7千円

（15.5％）

物件費
16億8,879万3千円

（10.8％）

災害復旧費
2,422万5千円
（0.2％）

維持補修費
2億547万2千円

（1.3％）

補助費等
15億4,314万円8千円

（9.8％）

積立金
22億2,330万7千円

（14.2％）

投資及び出資金
3億17万円
（1.9％）

貸付金
1億2,400千円
（0.8％）

繰出金
16億7,505万円
（10.7％）

扶助費
10億1,647万7千円

（6.5％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

町民一人あたりの
歳入決算額

町民一人あたりの
歳出決算額

■ 国から交付される
　 地方交付税
　 258,245円

■ 障害者（児）・老人・
　 児童福祉などに民生費
　 110,638円

■ 借入金返済に
　 公債費
　 94,785円

■ 基金積立に
　 諸支出金
　 89,203円

■ 銀行などから
　 借り入れる町債
　 150,270円

■ 町民の皆さんに納めて
　 いただいた町税
　 82,750円

■ 国・県から交付される
　 国・県支出金
　 69,134円

■ 基金などからの
　 繰入金
　 13,696円

■ その他の収入
　 86,580円

■ 学校教育・生涯学習
　 スポーツ振興などに
　 教育費　83,674円

■ 道路・河川・住宅
　 維持改良などに
　 土木費　68,916円

■ コミュニティバス運行、
　 情報通信施設設備などに
　 総務費 48,988円

■ 保健・医療充実、
　 環境整備などに
 　衛生費　30,416円

■ 議会費、労働費、商工費、
　 消防費、災害復旧費に
　 53,865円

■ 農道・林道・漁港整備
　 などに農林水産業費
 　48,438円

（％）
※上の割合は、それぞれの全体に占める割合

会　　計　　名 会計の内容 歳入決算額
①

歳出決算額
②

歳入歳出差引額
①－②=③

繰越財源
④

実質収支額
③－④=⑤

国民健康保険事業 国民健康保険に加入している方の医療
費の給付などを経理する会計 1,941,400 1,896,862 44,538 44,538

老人保健事業 75歳以上（一定の障害のある方は65歳以上）
の方の医療費の給付などを経理する会計 2,778,845 2,755,145  23,700  23,700

介護保険事業 居宅介護・施設介護・居宅支援サービ
スの給付などを経理する会計 1,858,926 1,799,111 59,815 59,815

介護サービス事業 訪問介護・居宅介護支援・通所介護サ
ービスの提供などを経理する会計 153,742 137,181 16,561 16,561

簡易水道事業 簡易水道施設の維持管理や建設などを
経理する会計 832,276 825,984 6,292 6,292

公共下水道事業 公共下水道施設の維持管理や建設など
を経理する会計 1,137,337 1,129,591 7,746 1,350 6,396

集落排水事業 農業集落排水施設・漁業集落排水施設
の維持管理や建設などを経理する会計 852,562 844,614 7,948 4,638 3,310

温泉事業 越前地区の温泉給湯施設の維持管理や
建設などを経理する会計 58,357 58,168 189 189

農林漁業体験実習館事業 宮崎地区の「若竹荘」の管理運営を経
理する会計 25,601 25,601 0 0

合　　　　　　　計 9,639,046 9,472,257 166,789 5,988 160,801

特別会計決算の状況

歳入決算額と歳出決算額の千円未満の金額は、切り捨てにより作成しています。

（単位：千円）

一般会計の決算を町民一人あたりでみると…
歳入決算額は660,675円　歳出決算額は628,923円

※人口は平成18年４月１日現在の24,909人で計算しています。
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歳
入

　

歳
入
決
算
額
の
合
計
は
96

億
3
，9
0
4
万
6
千
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
14
億
1
，

4
4
9
万
8
千
円
（
対
前
年

度
▲
12
・
8
%
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出

　

歳
出
決
算
額
の
合
計
は
94

億
7
，2
2
5
万
7
千
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
19
億
4
，

4
2
0
万
4
千
円
（
対
前
年

度
▲
17
・
0
%
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

決
算
収
支

　

歳
入
歳
出
差
引
額
の
合
計

は
1
億
6
，6
7
8
万
9
千

円
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る

事
業
に
充
て
る
繰
越
財
源

5
9
8
万
8
千
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
額
（
実
質
的

な
剰
余
金
）
の
合
計
は
1
億

6
，0
8
0
万
1
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

決
算
状
況

　

医
療
・
介
護
関
係
の
国
民

健
康
保
険
事
業
・
老
人
保
健

事
業
・
介
護
保
険
事
業
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
歳
出

決
算
額
の
合
計
は
65
億
8
，

8
2
9
万
9
千
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
8
7
7
万
9
千
円

（
対
前
年
度
▲
0
・
1
%
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
・
下
水
関
係
の
簡
易

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事

業
・
集
落
排
水
事
業
の
歳
出

決
算
額
の
合
計
は
28
億
18
万

9
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

19
億
2
，2
4
7
万
9
千
円

（
対
前
年
度
▲
40
・
7
%
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

会　計　名 会計の内容 区　分 収入決算額
①

支出決算額
②

収支額
①－②=③ 備　　考

上水道事業
上水道施設の維持
管理や建設などを
経理する会計

収益的収支 172,764 172,695 69

資本的収支 20,729 92,193 ▲ 71,464 不足額は損益勘定
留保資金で補てん

国民宿舎事業
「かれい崎荘」の
管理運営を経理す
る会計

収益的収支 119,844 136,113 ▲ 16,269 不足額に前年度繰越利
益剰余金1,028を充当

資本的収支 0 13,866 ▲ 13,866 不足額は損益勘定
留保資金で補てん

国民健康保険
病院事業

「織田病院」の管
理運営を経理する
会計

収益的収支 1,159,853 1,197,648 ▲ 37,795 不足額に前年度繰越利益
剰余金33,104千円を充当

資本的収支 45,000 106,751 ▲ 61,751 不足額は損益勘定
留保資金で補てん

企業会計決算の状況

収入決算額と支出決算額の千円未満の金額は、切り捨てにより作成しています。

（単位：千円）

決
算
規
模

　

収
益
的
収
支
と
資
本
的
収

支
の
支
出
決
算
額
の
合
計

は
17
億
1
，9
2
6
万
6
千

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
3
，

6
3
8
万
6
千
円
（
対
前
年

度
2
・
2
%
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

決
算
収
支

　

収
益
的
収
支
の
収
支
額
の

合
計
は
5
，
3
9
9
万
5
千

円
の
赤
字
で
、
前
年
度
と
比

べ
2
，6
0
0
万
9
千
円（
対

前
年
度
92
・
9
%
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

基金の状況

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

財政調整基金
1,767,281

地域振興基金
2,219,000

朝日中学校
建設基金
321,145

減債基金
610,148

地域活性化基金
781,711

地域福祉基金
266,388

特定農山村
総合支援基金
3,200

ふるさと水と土
保全基金
40,597

二ヶ用水堰
管理基金
26,085

土地開発基金
184,459

国民健康
保険基金
443,955

介護保険
基金
21,297

簡易水道
事業基金
50,289

温泉事業基金
18,893

集落排水処理
事業基金
254,613

（単位：千円）

　

基
金
（
貯
金
）
全
体
の
平
成
17
年
度
末

の
現
在
高
は
70
億
9
0
6
万
1
千
円
で
、

地
域
活
性
化
基
金
や
地
域
福
祉
基
金
な
ど

を
取
り
崩
し
ま
し
た
が
、
地
域
振
興
基

金
に
22
億
1
，9
0
0
万
円
を
積
み
立
て

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
と
比
べ
18
億

9
，0
8
3
万
5
千
円
（
対
前
年
度
36
・

9
%
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
基
金
（
貯
金
）
の
平
成
17
年
度
末

の
現
在
高
を
町
民
一
人
あ
た
り
で
み
る

と
、
財
政
調
整
基
金
※
１
で
は
約
7
万
1

千
円
、
減
債
基
金
※
２
で
は
約
2
万
4
千

円
、
地
域
振
興
基
金
※
３
で
は
約
8
万
9

千
円
と
な
り
ま
す
。（
人
口
は
平
成
18
年

4
月
1
日
現
在
の
２
４
，9
0
9
人
で
計

算
し
て
い
ま
す
。）

千円未満の金額は、四捨五入により作成しています。
土地開発基金は、184,459千円のほかに土地で約59千m2を保有しています。

平成17年度末の現在高

※１　財政調整基金 一般会計で、年度間の財源の不均衡を調整し、財源が不
足する場合にこれをうめるための財源などに充てる基金

※２　減債基金 一般会計で、町債の償還に必要な財源に充てる基金

※３　地域振興基金 町民の連携の強化や地域の振興を図る経費の財源に
充てる基金
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町債の状況

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000
一般会計
19,572,841

介護サービス事業
特別会計
108,583

簡易水道事業
特別会計
3,869,827

集落排水事業
特別会計
2,683,043

公共下水道事業
特別会計
7,084,477

温泉事業
特別会計
48,332

国民宿舎
事業会計
184,116

国民健康保険
病院事業会計
1,100,497

上水道事業会計
1,859,707

（単位：千円）

　

町
債
（
借
入
金
）
全
体
の
平
成
17

年
度
末
の
現
在
高
は
3
6
5
億
1
，

1
4
2
万
3
千
円
で
、
平
成
17
年
度
で

は
地
域
振
興
基
金
の
積
立
に
充
て
る

た
め
の
町
債
（
合
併
特
例
債
）
21
億

8
0
0
万
を
借
り
入
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
と
比
べ
12
億
9
9
5
9
万

5
千
円
（
対
前
年
度
3
・
7
%
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
の
平
成
17
年
度
末

の
現
在
高
を
町
民
一
人
あ
た
り
で
み
る

と
、
一
般
会
計
で
は
約
78
万
6
千
円
と

な
り
ま
す
。（
人
口
は
平
成
18
年
4
月

1
日
現
在
の
２
４
，９
０
９
人
で
計
算

し
て
い
ま
す
。）

財政指標名 平成17年度 平成16年度 対前年度増減

財政力指数 0.28 0.26 0.02

経常収支比率 96.3% 95.8% 0.5%

実質公債費比率 24.1%

財政指標（普通会計※４）

0

5

10

15

20

25

30

全国平均 越前町県内平均

14.8 14.4

24.1

（％）

実質公債費比率

全国平均 越前町県内平均

90.2
87.8

0

20

40

60

80

100

96.3

（％）

経常収支比率

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

全国平均 越前町県内平均

0.52

0.61

0.28

財政力指数

千円未満の金額は、四捨五入により作成しています。

平成17年度末の現在高

財
政
力
の
強
弱

　

財
政
力
指
数
※
５
は
、
前
年

度
よ
り
0
・
０
２
ポ
イ
ン
ト
増

の
0
・
２
８
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
構
造
の
弾
力
性

　

経
常
収
支
比
率
※
６
は
、

前
年
度
よ
り
0
・
5
%
増
の

96
・
3
％
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
的
な
公
債
費
負
担

の
健
全
度

　

平
成
18
年
度
か
ら
地
方
債

の
発
行
が
許
可
制
度
か
ら

協
議
制
度
へ
移
行
し
た
こ
と

に
伴
い
新
た
に
導
入
さ
れ
た

実
質
公
債
費
比
率
※
７
は
、

24
・
1
%
と
な
り
ま
し
た
。

※４　普通会計 　地方公共団体における上下水道、病院、国保、介護保険な
どの公営事業会計以外の会計で、決算統計上用いる会計区分。
　越前町の普通会計は、「一般会計」と特別会計のうち「温
泉事業特別会計」と「農林漁業体験実習館事業特別会計」の
三つの会計を合せたものです。

※５　財政力指数 　普通交付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政
需要額で除して得た数値の前3年度の平均値。
　この指数が１に近い（あるいは１を超える）ほど財政
に余裕があるとされている。

※６　経常収支比率 　地方税や普通交付税のように使途が特定されておら
ず、毎年度経常的に収入される財源のうち、人件費、扶
助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費に
充当されたものが占める割合。
　この比率が高いほど財政構造が弾力性を失っているこ
とを示す。

※７　実質公債費比率 　地方税や普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年
度経常的に収入される財源のうち、「普通会計の公債費」や「上
水道・病院などの特別会計・企業会計の公債費に対する普通会
計からの繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実質的な公
債費相当額（普通交付税が措置されるものを除く）」に充当さ
れたものが占める割合の前3年度の平均値。
　この比率が18%以上の地方公共団体は、公債費負担適正化計
画を策定し、これを前提に地方債の発行が許可される。
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快
適
で
安
全
に
住
め
る

 

ま
ち
づ
く
り

◆
道
路
網
の
整
備

　

町
道
改
良
事
業

3
7
1
，5
4
1
千
円

　

町
道
中
央
線
の
改
良
、
中
部
縦
断
線
消
雪
設
備
の

整
備
、
新
庄
気
比
庄
線
歩
道
の
整
備
、
織
田
平
等
1
号

線
歩
道
の
整
備
、
梨
子
ヶ
平
八
ツ
俣
線
の
改
良
な
ど

　

国
・
県
道
改
良
事
業

4
6
，
7
6
6
千
円

　

県
施
工
に
よ

る
国
道
3
0
5

号
・
3
6
5
号
・

4
1
7
号
、
主

要
地
方
道
武
生

米
ノ
線
、
県
道

寺
朝
日
線
な
ど

の
改
良

◆
水
道
の
整
備

　

朝
日
地
区
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

1
8
5
，9
3
1
千
円

　

牛
越
送
配
水
ポ
ン
プ
場
の
設
置
、
糸
生
中

部
配
水
池
の
増
設
な
ど

　

織
田
地
区
簡
易
水
道
増
補
改
良
事
業

1
0
5
，6
3
0
千
円

　

惣
分
谷
浄
水
場
の
配
水
池
の
増
設
、
監
視

設
備
の
設
置
な
ど

◆
下
水
道
な
ど
の
整
備

　

越
前
地
区
集
落
環
境
整
備
事
業

4
9
6
，7
7
4
千
円

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
る
左
右
・
梨
子

ヶ
平
地
区
で
の
下
水
道
管
路
と
飲
雑
用
水
管

路
の
布
設
な
ど
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

に
よ
る
米
ノ
地
区
で
の
下
水
処
理
場
と
下
水

道
管
路
の
布
設
な
ど

◆
公
共
交
通
の
充
実

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

1
2
4
，4
7
5
千
円

　

地
域
交
通
計

画
の
策
定
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
購
入

 

健
康
で
安
心
し
て

 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
医
療
環
境
の
充
実

　

織
田
病
院
医
療
機
器
整
備
事
業

6
1
，1
5
9
千
円

　

麻
酔
ガ
ス
患
者
モ
ニ
タ
ー
、
超
音
波
診
断
装

置
、
全
自
動
散
薬
分
包
機
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
購
入

◆
子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
対
策
事
業

2
6
，3
4
9
千
円

　

平
成
17
年
10
月
診
療
分
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
す
べ
て
の
乳
幼
児
の
医
療
費
の
一
部
助
成

延
長
保
育
事
業

2
4
，0
9
6
千
円

　

延
長
保
育
を
行
う
町
内
の
私
立
保
育
園
に

対
す
る
補
助

 

人
が
輝
き
交
流
で

 

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

1
，2
0
5
千
円

　
「
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」

の
開
催
や
町
内
の
集
落
・
団
体
・
小
中
学
校

を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

梅浦バイパス（国道 365号）が開通

織田病院に導入された
超音波診断装置

町内の各地域をつなぐフレンドリー号

子どもたちの健やかな成長を
目指しています

水の安定供給を目指し
増設された惣分谷浄水場

平
成
17
年
度
の　

主
な
事
業

広報えちぜん 8

ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
、「
全
日

本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
」
を
開
催

◆
学
校
教
育
環
境
の
整
備

　

四
ヶ
浦
小
学
校
・
織
田
中
学
校

　

大
規
模
改
造
事
業

2
5
1
，7
4
0
千
円

　

老
朽
化
に
よ
る
四
ヶ
浦
小
学
校
の
改
造
と

織
田
中
学
校
の
障
害
者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な

ど
の
設
置

◆
国
際
交
流
の
推
進

　

国
際
交
流
事
業　

7
，1
9
1
千
円

　

国
際
交
流
協
会
の
設
立
、
糸
生
小
学
校
と

タ
イ
王
国
立
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
附
属
小
学
校

の
交
流
や
宮
崎
中
学
校
生
徒
の
米
国
フ
ロ
リ

ダ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ビ
ル
市
へ
の
訪
問
な
ど

◆
生
涯
学
習
体
制
の
充
実

　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
建
設
事
業

6
1
6
，1
0
6
千
円

　

朝
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
併
設
す
る
朝

日
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
な
ど

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会
開
催
事
業

6
，9
0
0
千
円

　

総
務
・
文
部
科
学
両
省
が
進
め
る
ス
ポ
ー

イベントなどで活躍する
朝日多目的ホール

ホッケーにより、
人々の交流も生まれます

町内に着実に広がっている
男女共同参画への取組み

より良い漁港環境を実現

越前焼の最大イベント「越前陶芸まつり」

 

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も
て
る

 

ま
ち
づ
く
り

◆
観
光
産
業
の
活
性
化

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
補
助
事
業

5
8
，4
3
0
千
円

　

越
前
陶
芸
ま
つ
り
、
越
前
夏
ま
つ
り
、
あ

さ
ひ
ま
つ
り
、
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
な

ど
の
開
催
に
対
す
る
補
助

◆
循
環
型
社
会
の
形
成

　

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

4
，1
0
3
千
円

　

コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
者
と
資
源
回
収
実
施
団

体
に
対
す
る
補
助

 

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る

 

ま
ち
づ
く
り

◆
農
業
の
振
興

　

県
営
農
業
農
村
整
備
事
業

1
1
3
，8
7
0
千
円

　

県
営
に
よ
る
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

宮
崎
地
区
・
越
前
地
区
、
農
村
振
興
総
合
整

備
事
業
織
田
赤
井
谷
地
区
、
河
川
工
作
物
応

急
対
策
事
業
丹
生
七
郷
地
区
で
の
農
道
・
農

業
用
用
排
水
路
・
集
落
道
・
防
災
施
設
等
の

整
備
に
対
す
る
負
担
金

◆
水
産
業
の
振
興

　

白
浜
（
城
崎
）
漁
港
漁
村
再
生
事
業

6
0
，0
0
0
千
円

　

白
浜
（
城
崎
）
漁
港
の
護
岸
・
防
波
堤
の
改
良
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2007年
新春初乗りクイズ
2007年
新春初乗りクイズ

　越前町コミュニティバス「フレンドリー号」は昨年６月から11
月までの６か月間で延べ３万１千人の人が利用しました。
　今年も、より多くの人に利用してもらえるよう2007年新春企画
として、１月４日から15日まで各フレンドリー号車内にクイズを
掲載します。車内に用意した解答記入用紙にクイズの答えと必要事
項を記入し、回収ボックスに入れてください。全問正解者の中から
10人に粗品を進呈します。
　前回、８月に実施したクイズでは、正解率は18.7％と非常に低
い結果でした。今回もちょっと難しい問題を用意していますが、全
問正解を目指してぜひチャレンジしてください。
（正解当選者の発表は景品の発送をもってかえさせていただきます。
１人につき１ルート１枚の応募とさせていただきます。なお、必要
事項が未記入である場合は無効となります。）

越前町内公共交通割引カードを使用するときには次のことに注意してください。
•越前町内公共交通割引カードは本人以外の人は使用することができません。
•カードは各個人の登録番号により管理しています。紛失した場合は、役場政策調
整室または各総合事務所窓口まで連絡してください。一度紛失申請のあったカー
ドは登録が抹消されそのカードを使用することはできません。（使用した場合は
不正行為になります。）

•紛失したカードが見つかった場合には、役場政策調整室または各総合事務所窓口
までお持ちください。

環状ルート左回り車内の様子

越前地区巡回ルート車内の様子

フレンドリー号に乗って
クイズにチャレンジしよう

越前町内公共交通割引カードについて

冬期間は積雪のため、バス到着時刻が遅れることがあります。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

問合せ先　政策調整室　☎34－8714 広報えちぜん 10
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「ジェンダー」ってなに？（後編）  ～What’s gender ？～

英語講座を開設

祖父母と孫の会話より…
祖父　「ジェンダーというのが、昔から社会的に作りあげ

られてきた「男性像」「女性像」のことだというの
は分かったわ。だけど、わしらはその中で生きてき
たから、急に考えは変えられんのお。どうしても、
女が出しゃばるとみっともないと思うし、黙って言
うことを聞いとったらいいと思ってしまうわなぁ。
これが偏見かのぉ。」

祖母　「私ら女も、色々考えてることはあるんですよ。そ
れを認めてもらうとうれしいわ。あ、これが、お互
いに認めあうってことかね?」

孫　　「そうだよ。私の職場は、男女共に同じ仕事をして
いるし、女性・男性に関わらず、きちんと意見を言
う場があるからありがたいわ。女性だからって差別
する上司だと逆に困るんじゃないの?消費者の半分
は女性だし、嗜好も多様化してるから、色んな視点
からの発想が必要だもん。」

祖父　「だけど、女は子どもを産むし、子育てもあるしな。
男より能力落ちるんと違うか?」

孫　　「おじいちゃん、出産能力と知的能力は別だよ。
子どもを産むからって理由だけで女の人を差別し
たり、家事や子育てを女の人だけに押しつけてる
と、誰も子どもを産まなくなるよ」

祖父　「そうか?それは困るのお。お前の会社はどうなん
や？」

孫　　「うちの会社は、女性の管理職登用も積極的だし、
産休や育休制度の他に短時間勤務制などもあるか
ら、先輩たちも制度を上手に利用して、仕事と家
庭生活をうまく両立させてるみたい。その辺は、
就職活動の時にちゃんと確かめたもん！」

祖母　「そうだね。少子化って言われてても、解消せんわ
ねぇ。幸い、お前の会社は、制度や上司の理解も
進んでるみたいだから、早くひ孫の顔を見せて欲
しいもんやわ。それまでは、私らも頑張らんとねえ、
おじいさん?」

祖父　「そやそや。わしらも頑張るで、お前も頑張れよ！」
孫　　「いや…、その前に…、相手が…」

　12月5日から宮崎生涯学習センターで町国際交流

協会主催の英語講座が始まりました。講座は毎週火

曜日に行われ、全10回の予定です。

　講座では、町国際交流員のトーマス・マシュー（ニ

ュージーランド出身）さんが、初心者向け英会話を

中心に指導し、海外に行ったときのための英会話の

上達や外国人と話すきっかけづくりを希望する人が

集まりました。

　講座は、やや緊張した雰囲気で始まりました。マ

シューさんは受講する皆さんがたくさん英語を話す

ことができるクラスにしたいという思いでフレンド

リーなレッスンとなり、受講者の皆さんは楽しそう

に会話の練習に取り組んでいました。また、さっそ

く受講者から英語で質問が出るなど、積極的な姿勢

もみられ、今後の英会話の上達が期待できそうです。

授業を真剣に聞く受講者

マンツーマンによるロールプレイ

11月号で紹介した留学生の
陶芸作品です。
カンガルーも上手にできて
います。
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広報えちぜん 12俳 句 今月は「竹の句会」のみなさんによる俳句です。

ホールに響く、歌声と楽器のハーモニー
　12月2日、朝日多目的ホールで第1回越前町民音楽祭

が開かれ、約600人が美しいハーモニーの共演を楽しみ

ました。

　音楽祭では、町内4中学校の吹奏楽部合同楽団の合奏

で幕開けの後、朝日小学校児童や町内混声合唱団の合唱

により、のびやかな歌声がホールに広がりました。

　また、町内外で活躍するジャズやハープ、尺八などの

プロの演奏家による演奏、クラシックやジャズ、ラテン

など多彩なジャンルの音楽も盛り込まれるなど、来場者

にとって様々な音楽を堪能できるひと時となりました。

引き継がれる「幸若舞」に感動
　11月17日から19日の3日間、「幸若舞」が縁で姉妹

提携を結んでいる福岡県瀬高町に朝日小学校、常磐小学

校6年生の児童ら18人(団長:松山文雄朝日小校長)が訪

問し、児童交流を行いました。

　この児童交流会も今回で12回目となり、歓迎会では、

訪問団児童が10月に出会った瀬高町の児童たちとの再

会を喜び合い、瀬高町産業文化福祉フェスタでの自由行

動時には、さらに親睦を深めていました。

　また、訪問団児童は同フェスタにおいて奉納された幸

若舞を見学し、朝日地区で発祥した幸若舞が遠い九州の

地で現在も受け継がれている事に感心した様子で、熱心

に見学していました。

　楽しみにしていた「ひっぱりぐっちょ」のイベントが

降雨のため中止となるなど、訪問団児童にとって残念な

こともありましたが、帰りには、瀬高町の多くの児童が

見送りに訪れました。お互いに住所やメールアドレスの

交換を行うなど別れを惜しみ、将来、再び訪れることを

約束して訪問団は瀬高町を後にしました。

町内中学校の合同楽団の合奏 朝日小学校児童の合唱 ハープの音色に聴衆もうっとり

再会を喜び友好を深めました

奉納された幸若舞

13 広報えちぜん 俳 句 冬の蔦
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夛張られし命綱　　土田ヤエ子

子どもたちの未来のために
　12月10日、宮崎農村環境改善センターで平成18年度

青少年健全育成大会が開かれました。

　大会では、多田そうべいさん（NPO法人「命のつどい」

理事長）が「子どもたちの未来のために～心の器を大き

く～」と題して、健全な家族のあり方を考える講演を行

ったほか、『越前陶芸太鼓保存会子供太鼓』が実践発表

を行いました。

　また、今年度に募集した「家族でつくる青少年健全育

成標語コンクール」の表彰式が行われ、最優秀賞と優秀

賞あわせて24人が表彰されました。

お酒を飲んだら、運転しないでね！
　12月4日から11日にかけて、町内保育所で「飲酒運

転しないでね!キーホルダー作り」が行われました。

　園児たちは、丹生署の藤﨑交通巡視員から交通安全や、

なぜ飲酒運転をしてはいけないかについての話を聞いた

後、さっそくキーホルダー作りに取りかかりました。丸

い台紙に絵を書いたり、「きをつけてね」とメッセージ

を書いた後、その裏側に園児の顔写真と「飲酒運転しな

いでね！」と書かれたメッセージシールを貼り付けてキ

ーホルダーを完成させました。

　園児たちはでき上がったキーホルダーを見せ合い、さ

っそく持ち帰って親や祖父母などに飲酒運転の防止を呼

びかけてくれたようです。

交通安全についての話を
熱心に聞く園児たち

上手にできたキーホルダー
「飲酒運転しないでね！」

畑に立てる看板をプレゼント
　12月1日、糸生小学校で花葉会（大橋留美子代表）と

児童との交流給食会が行われました。

　給食前の感謝祭では、児童が地産地消の発表を行い、

また、花葉会の皆さんに質問をするなどして交流を深め

ました。その後、児童から花葉会に日頃の感謝を込めて、

畑の手作り看板を贈りました。

　花葉会の皆さんは「かわいいプレゼントをありがとう

ございました。さっそく畑に立てて、大事にします。」

と思いがけないプレゼントに嬉しそうな様子でした。

　給食では、感謝祭での発表内容や手作り看板の話題で

盛り上がり、楽しい交流給食会となったようです。

かわいい看板が贈られました 食を通じて、交流が深まります

講演する多田そうべいさん

越前陶芸太鼓保存会子供太鼓の演奏
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森下さん（宝泉寺）が補導委員成人善行表彰を受賞
　11月18日、明治神宮（東京）で少年補導委員の成人善行表彰式が

行われ、森下定信さん（宝泉寺）が表彰されました。

　これは、社団法人日本善行会が功労の特に顕著な補導委員を表彰す

るもので、福井県からは毎年１人が表彰されます。

　森下さんは、昭和54年から現在に至るまで補導委員として青少年

の非行防止・補導活動に取り組まれています。また、町補導委員会会

長のほか、福井県少年警察協助員会連合会副会長として、積極的に青

少年の健全育成に貢献されています。

西日本 6人制ホッケー大会で越前町チームが大健闘 !
　11月25日・26日、滋賀県立伊吹ホッケー場で第29

回西日本小学生6人制ホッケー選手権大会が開かれ、男

子の部で朝日スポーツ少年団チームが3位入賞を果たし

ました。

越前町の4選手がホッケージュニアユース日本代表に選ばれる
　11月30日から12月9日にかけて、オーストラリア・

キャンベラ市で、インターナショナル・クイックスティ

ックス・スクールズ・ホッケートーナメントが行われ、

ジュニアユース日本代表が参加しました。他にもキャン

ベラ市の州代表チームとのテストマッチを行いました。

　代表チームには、男子が前田翔太朗さん（糸生中）、

女子は石川歩さん・渡辺育実さん（朝日中）、鵜飼紗希

さん（糸生中）の４人が参加しました。試合では、体の

大きな選手に対して互角以上の闘い振りを見せ、男子で

は前田さん、女子では渡辺さんがそれぞれ日本の先制ゴ

ールを決めるなど、大活躍でした。

　遠征結果は、前田さんと鵜飼さんが２得点、渡辺さん

が１得点、石川さんがDFの要ととして活躍し、世界に

向けて「ホッケーの町 越前町」をアピールしました。

遠征前に、関町長を
表敬訪問した選手たち。
写真左２番目から
渡辺さん、石川さん、
鵜飼さん、前田さん

27年にわたる補導委員として
の功績が認められ受賞された
森下さん

　また、12月2日・3日、伊吹ホッケー場で第29回西日

本中学生6人制ホッケー選手権大会が開かれ、男子の部

で糸生中が優勝、朝日中が準優勝を果たしました。

優勝した糸生中男子ホッケー部 準優勝の朝日中男子ホッケー部 3位入賞の朝日スポーツ少年団

15 広報えちぜん

町からのお知らせ町からのお知らせ

老犬と落葉踏む我老の坂　　木村すぎ乃

償却資産（固定資産税）の申告を忘れずに
－申告は1月31日（水）まで－

Ｑ１：償却資産って何ですか？
Ａ１：償却資産とは、土地や家屋以外の事業用資産です。ただし、自動車や軽自動車などは除きます。 
Ｑ２：償却資産の対象になるものは何ですか？
Ａ２：１月１日現在で、会社や個人が事業のため所有している構築物、機械、器具、備品などの資産です。

Ｑ３：申告はどのようにすればよいですか？
Ａ３：「償却資産の申告書」を12月中に発送しましたので、期日までに申告してください。
　　　なお、新規事業者などで申告書が届かないとき、また申告書が不足した場合は税務課または各総合事務

所住民生活課にありますので、ご利用ください。 
   
　※償却資産の所有者には、法令により申告する義務があります。

問合せ先　　税務課　　　　　　　　　　　☎34－8709
　　　　　　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713
　　　　　　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714
　　　　　　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

給与支払報告書の提出は１月31日まで

平成19年度給与支払報告書の提出期限は1月31日までです。
平成18年度中に給与・賃金などを支払った事業主は、給与支払報告書と総括表を税務課まで提出してください。

問合せ先　税務課　☎34－8709

飲食店
 •厨房設備
 •レジスター
 •カラオケセット
 •冷蔵庫  など

理容業・美容業
 •理、美容椅子
 •洗面設備
 •タオル蒸し器
 •サインポール  など

小売店
 •商品陳列ケース
 •冷蔵庫
 •自動販売機
 •冷凍ストッカー  など

医院
 •ベット
 •手術台
 •Ｘ線装置
 •調剤機器  など

償却資産の対象となる例

俳 句
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知っておきたい選挙の知識　～郵便による不在者投票～

身体に重度の障害がある人は、郵便などによる不在者投票ができます。

【不在者投票の方法】
•選挙管理委員会が発行した※「郵便等投票証明書」を添えて、投票用紙などの交付を請求してください。
　（請求できる期限は、選挙期日（投票日）の4日前までです。）
•選挙管理委員会から請求者本人の自宅などへ投票用紙などを郵送しますので、関係書類に自署した後、郵便
で返送してください。

【郵便による不在者投票ができる人】
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険の被保険者証の交付を受けている人で、障害などの程度が次
に該当する人です。

  
　この方法で投票をするためには、※「郵便等投票証明書」が必要となりますので、早めに交付申請の手続を
してください。（申請のときには、身体障害者手帳や介護保険の被保険者証などが必要です。）
　また、郵便などによる不在者投票ができる人で、次に該当する人は、あらかじめ選挙管理委員会に届け出た
人（選挙権を有する人に限る）に、投票に関する記載をさせることができます。
•身体障害者手帳に上肢または視覚の障害の程度が１級と記載されている人
•戦傷病者手帳に上肢または視覚の障害の程度が特別項症から第２項症までと記載されている人

問合せ先　越前町選挙管理委員会（総務課内）　☎34－8700

区　　　分 障害などの程度

身体障害者手帳
両下肢、体幹、移動機能 1級または2級
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸 1級または3級
免疫 1級から3級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症から第2項症まで
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸 特別項症から第3項症まで

介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護5

持込みゴミの手数料が変わります

　クリーンセンターでは、ゴミの適正な処理に努めて
いますが、原油価格や諸物価の値上がりにより経費が
増加しています。このため、４月から、処理手数料の
一部を１円値上げすることになりました。
　なお、今回の改定は、一般家庭
から持ち込まれるゴミと事業所な
どから持ち込まれる一般廃棄物を
対象としています。
　町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。 
【改訂内容】

改定区分 現　行 改 定 後

一般家庭からのゴミ
（可燃、不燃、大型、資源ゴミ）

１㎏あたり５円 １㎏あたり６円

事業系の一般廃棄物
（可燃、不燃、大型、資源ゴミ）

１㎏あたり５円 １㎏あたり６円

問合せ先
　鯖江クリーンセンター　☎51－2310
　保健衛生課　　　　　　☎34－8710

農地には利用権を設定しましょう

　利用権を設定せずに、農地の貸借り（ヤミ小作）を
する事例が見受けられます。トラブルを避けるために
も農地には必ず利用権を設定しましょう。
【ヤミ小作の問題点】
①農地法に違反し、罰則の対象となります。
②農地法の許可を受けないものは、契約そのものの効
力がありません。

③貸し手は、ヤミ小作のまま長期にわたって継続され
ると賃借権が発生し、農地の返還にあたり離作補償
などのトラブルが発生することになります。

④当事者間で貸借りの期間や小作料、有益費の負担な
どについてトラブルの原因になります。

⑤平成19年度から導入される品目横断的経営安定化
対策の対象面積になりません。

問合せ先　越前町農業委員会事務局（農林水産課内） 
　　　　　☎34－8704
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町からのお知らせ町からのお知らせ

　町には「ごみを燃やしている」といった苦情が多く
寄せられています。
　家庭から出たごみを燃やすことで、悪臭や煙が洗濯
物などについたり、ダイオキシン類などの有害物質の
発生による人体への影響が心配されます。
　このため、家庭や事業所などから出たごみを構造基
準外の焼却炉を使用して燃やすこと（例外を除く）は
法律で禁止されています。（焼却炉の構造基準と野外
焼却の例外は下記のとおりです。）
　より良い自然環境の実現を目指し、町民全員で守り
ましょう。

焼却炉の構造基準は?
①空気取入口および煙突先端以外に
焼却設備内と外気とが接することな
く、燃焼室で発生するガス（以下燃
焼ガス）の温度が摂氏800℃以上の
状態で廃棄物を焼却できること。

②焼却に必要な量の空気の通風が行われること。
③空気と遮断された状態で、定量ずつ廃棄物を燃焼室
に投入することができること。（構造上やむを得な
いと認められる焼却設備の場合を除く）

④焼却室中の燃焼ガスの温度を測定するための装置が
設けられていること。

⑤燃焼ガスの温度を保つために必要な助燃装置が設け
られていること。

例外となる野外焼却は?
①どんど焼き、左義長など、地域
の行事を行うために必要な焼却

②焼畑や畦草、魚網に付着した海
産物など、農業、林業、漁業を
営むためにやむを得ない焼却

③落ち葉などのたき火、キャンプファイヤーなどその
他日常生活を営む上で通常行われるもので、軽微な
焼却

※例外であっても、周辺住民に迷惑のかからないよう
にしてください。また、プラスチックやビニール、
発泡スチロールなどを混ぜて燃やさないでください。

　上記に違反した場合の罰則規定として、5年以下の
懲役、1,000万円以下の罰金（またはこの併科）が課
せられます。

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

野外焼却は法律で禁止されています 不用のはがきをリサイクル

　町では、家庭で不用となった
使用済みのはがきの回収を行い
ます。回収は専用の回収箱で行
い、プライバシー保護のため、
箱ごとリサイクルします。いっ
たん投入したはがきは取り出せ
ないので注意してください。

対象となるもの　使用済み官製はがき、年賀はがき、
　　　　　　　　往復はがき（写真入り不可）
場　所   役場保健衛生課、各総合事務所住民生活課
期　間   1月15日（月）～2月9日（金）
　　　　8：30～17：00（土日を除く）

問合せ先　保健衛生課　☎34‐8710

油の流出による水質事故を
なくしましょう

　暖房器具などへの給油時や事業所給油タンク、燃料
配管の破損による油漏れ事故が増えています。
　流出した油は側溝や水路を通り川に流れます。川の
水が汚染されると魚をはじめとする水生生物に影響が
あるほか、農業や工場、水道などの川の水を利用して
いるたくさんの人々に迷惑をかけます。
•給油中はその場を離れないでください。また、近年雪
の重みにより給油管が破損する事故が多く発生してい
ます。定期的に燃料機器や配管の点検を行いましょう。

•川に油が流出した場合、町を始め、関係する朝日土
木事務所、国土交通省、消防署、丹南健康福祉セン
ター、警察署などが出動して原因の調査や油の回収・
処理にあたります。その際に使用するオイルフェン
スやオイル吸着マットなどには多額の費用がかか
り、その費用は油を流出した人の負担となります。

•油が流出した場合、最寄の上記機関にできるだけ早
く連絡してください。

問合せ先　九頭竜川・北川水系河川水質汚濁防止連絡協議会
　　　　　☎0776－35－2661

堀り上げし自
じねんじょ

然薯小石食い込みて　　山内　照子俳 句
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「ふくいWARM運動」で地球を守ろう

　ふくいWARM運動とは、県民全員が暖房の使用を節
約し、地球温暖化を防止することを目的としています。
仕事場や家庭で過度な暖房を行っていませんか。薄着し
ていませんか。栄養のあるものをきちんと食べています
か。「服装（Wear）」「運動（Athletic）」「室内（Room）」「食
事（Meal）」などを工夫し、暖房温度を低くしても健康
で元気に過ごせるよう、暮らしを見つめ直しましょう。
『Wear（ウェア）』〔服装の工夫〕
≪動きやすく暖かい服装≫
•ベスト、カーディガン、セーターなどの重ね着
•保温性の高い靴、靴下、肌着などの着用
『Athletic（アスレチック）』〔運動の工夫〕
≪血行を促進する運動≫
•体操の実施
•階段の利用
『Room（ルーム）』〔室内の工夫〕
≪暖かさを保つ室内≫
•カーテン、ブラインド、衝立などの活用
•ウォーム小物の活用（ひざ掛け・座布団など）
『Meal（ミール）』〔食事の工夫〕
≪体を温める食事≫
•規則正しい朝食の摂取
•体を温める食品の摂取（根菜・紅茶など）

問合せ先　福井県環境政策課　☎0776－20－0302
　　　　　保健衛生課　　　　☎34－8710

準空気銃の所持は禁止されています

　銃刀法（銃砲刀剣類所持等取締法）が改正されまし
た。今回の改正により空気銃に該当しないエアガンの
うち、弾丸を強力に発射できるものを「準空気銃」と
位置づけ、その所持が禁止されました。

準空気銃とは?
　圧縮した気体を使用して弾丸を発射できる銃で、人
を傷害し得るもの。今回の規制は弾丸の運動エネルギ
ーが3.5J/cm2以上のものが対象となります。

規制の内容は?
　法令に基づき職務のために保持する場合を除き、所
持が禁止されます。なお、2月20日までに改修または
処分すれば、罪に問われません。

違反するとどうなる?
　1年以下の懲役または
　30万円以下の罰金と
　なります。

問合せ先　福井県警察本部　☎0776－22－6880

屋根雪下ろし事業補助金

　現在町内に住んでいる１人暮らしの高齢者や母子・
身体障害者などの世帯で、住宅の屋根の雪下ろし作業
を依頼して行った場合には、屋根雪下ろし事業補助金
を受けることができます。
対 象 者　一人暮らし高齢者や母子・身体障害者等の

世帯であって、自力で屋根などの除雪が困
難で、近隣に親族のいない人。

補助金額　実費用額の2分の1以内とし、作業人夫賃
は1時間あたり2,500円を限度とします。
また、１冬期間の補助金の額は5万円を限
度とします。

申請・問合せ先
　高齢福祉課（１人暮らし高齢者）　☎34－8711
　住民福祉課（母子・身体障害者）　☎34－8708
　宮崎総合事務所　住民生活課　　☎32－7713
　越前総合事務所　住民生活課　　☎37－7714
　織田総合事務所　住民生活課　　☎36－2270

集会施設のトイレの改修を補助

　各集落の集会施設を高齢者などが利用しやすいよう
に、施設のトイレを和式便器から洋式便器に改修する
場合、補助を行います。ぜひご活用ください。

補助金額　対象経費の1/2以内
　　　　　（1施設15万円を限度）

申請・問合せ先
　　　生涯学習課　　　　　　☎34－2000
　　　宮崎生涯学習センター　☎32－2215
　　　越前生涯学習センター　☎37－2200
　　　織田生涯学習センター　☎36－1122

俳 句 今一度母の味をと干芋
ずいき

茎　　山内　昭子19 広報えちぜん

町からのお知らせ町からのお知らせ

みんなで徹底しよう「三ない運動」

　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは法
律で禁止されています。違反すると、処罰されます。
　また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。
　寄附禁止のルールを守って明るい選挙を実現しましょう。

問合せ先　越前町明るい選挙推進協議会
　　　　　☎34－8700

政治家は有権者に寄附を
贈らない！

有権者は政治家に寄附を
求めない！

政治家から有権者への寄附は
受け取らない！

わがまち安全・安心ロック&
ライトアップ作戦

○住宅や自動車には必ず鍵をかけましょう!
•外出時、就寝時には、玄関・勝
手口・窓の鍵をかけましょう。

•自動車の車内にカバンなどを置
かないようにし、鍵をかけまし
ょう。

•自動車やバイクからちょっと離
れる場合でも、鍵を抜いて、ロックしましょう。

•自転車はダブルロックをしましょう。
○門灯や玄関灯（または玄関内の電灯）を点灯しまし
ょう！

　犯罪者は人に見られることを嫌い、明るい場所での
犯行を避けることから、夜間の犯罪防止に効果があり
ます。
※参考…毎日10時間ずつ点灯した場合、40ワットの
電灯ならば１ヶ月あたり240円です。

問合せ先　丹生警察署　生活安全係　☎34－0110

110番　地域を守る　ホットライン

　1月10日は「110番の日」です。相
談など緊急でない場合には警察相談
ダイヤル（#9110）もありますので、
ご利用ください。

平成18年度　工事等発注一覧（250万円以上）（11月16日～12月15日発注分）

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成18年度県単林道事業林道（中畑支線）災害復旧工事 2,782,500 円 ㈱森下組 農林水産課

平成18年度朝日地区簡易水道統合整備事業
大谷寺ポンプ場機械・電気設備工事 37,695,000 円 ㈱柿本商会　福井支店

上下水道課
平成18年度朝日地区簡易水道統合整備事業　
大谷寺ポンプ場ポンプ棟工事 25,095,000 円 西田中建設㈱

平成18年度高速インターネット基盤整備工事（その２） 4,042,500 円 ㈱NTT西日本－北陸
福井支店ITビジネスセンター 越前総合事務所　地域振興課

平成18年度林道（梅浦線）災害復旧工事 4,326,000 円 ㈲神﨑建業

越前総合事務所　産業振興課平成18年度米ノ地区小規模荒廃地治山工事 2,730,000 円 ㈱山本工務店

平成18年度大樟地区小規模荒廃地治山工事 2,688,000 円 ㈱四ヶ浦建設

平成18年度米ノ地区漁業集落環境整備事業
集落排水処理施設マンホールポンプ設備工事 41,475,000 円 荏原商事㈱　福井支店

越前総合事務所　地域整備課

平成18年度南部地区温泉施設整備事業
源泉施設機械電気工事 36,225,000 円 ㈱中由商会

平成18年度南部地区温泉施設整備事業
源泉施設土木建築工事 8,242,500 円 ㈱村上組

平成18年度小樟～城ヶ谷線側溝改良工事 4,746,000 円 ㈱美也

平成18年度町道午房ヶ平線道路災害防除工事 4,462,500 円 ㈱山本工務店

平成18年度町道血ヶ平線災害復旧工事 3,759,000 円 ㈱四ヶ浦建設

平成18年度水仙ランド内小河川災害復旧工事 2,677,500 円 ㈱四ヶ浦建設

平成18年度織田地区携帯電話不感地域解消工事 6,825,000 円 北陸通信工業㈱　福井支店 織田総合事務所　地域振興課

平成18年度道路災害復旧工事（第1068号） 22,050,000 円 木原建設㈱　丹生営業所 織田総合事務所　地域整備課

俳 句 小
さざなみ

波をたたえるダム湖紅葉映ゆ　　嵐　喜美枝
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みんな、集まれ！！

放送大学で学んでみませんか

　放送大学はテレビ・ラジオで授業を行う通信制の大
学です。現在、平成19年４月の入学生を募集してい
ます。希望者には、くわしい資料を無料で送付します。
気軽にお問合わせください。

募集学生の種類
【教養学部】
　科目履修生（６か月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（４年以上在学し、学位の取得を目指す）
【大学院】
　修士科目生（６か月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

受付期限　２月28日（水）

資料請求（無料）・問合せ先
　〒910－0005　福井市大手3－11－17（福井県民会館６階）
   放送大学福井学習センター　☎0776－22－6361
   ホームページ　http://www.u-air.ac.jp

ハッスル団塊世代、リメイク青春！

　還暦軟式野球では、「生涯スポーツの一貫として、軟
式野球を通じ、相互の親睦を図り、体力の維持と気力の
充実を目指し、スポーツ精神の高揚に役立てる」ことを
目的としながら野球を楽しんでいます。県内各地で13
チームがリーグ戦・選手権大会を行い、選手資格は60
歳以上（リーグ戦のみ55歳以上60歳未満）で全国規模
の大会もあります。
　朝日ヤングンズは、朝日地区を中心に10年前にス
タートし、今年度、第16回西日本大会出場や第22回
全日本大会リハーサル大会に参加するなど、活動の場
を広げてきました。選手たちはユニフォームを着ると
若返ったように気分爽快で、まるで人生の再スタート
のように前向きな気持ちになるようです。現在も町内
全域から愛好者を募っていますが、人数が不足してい
ます。心から野球が好きで、協調の精神がある人なら
どなたでも結構です。経歴・経験は問いませんので、
気軽にご連絡ください。
　また、70歳以上の人たちにも「全日本古希大会」
があり、チームからは4人が参加しています。もう一
度野球で花を咲かせませんか。

問合せ先　朝日ヤングンズ事務局　遠矢東洲
　　　　　（西田中18－22－1）　☎34－1643

織田病院で看護師を募集

　職　　種　看護師
　人　　数　数人
　資格要件　•看護師免許を持っている人
　　　　　　•35歳未満
　受付期間　随時
　そ の 他　•パートでも可。

•試験日など、詳しくは織田病院事務局
までお問合せください。

　問合せ先　織田病院事務局　☎36－1000

「予備自衛官補」を募集

　予備自衛官補とは非常勤の自衛官で、学業や仕事を
続けながら自衛隊の訓練に参加できます。

募集種類 予備自衛官補（一般） 予備自衛官補（技能）
（医療・語学・車両整備などの専門技術者）

応募資格
18歳以上34歳未満

（男・女）
18歳以上で、保有する技能
に応じて55歳未満（男・女）

処　　遇 教育訓練召集手当：日額7,900円

受付期限 ４月９日（月）

※3、4月入隊予定の2等陸・海・空士（男子）も
　募集中です。

問合せ先　自衛隊福井地方協力本部　越前地域事務所
　　　　　☎22－6139

トンネルを出れば保津峡紅葉濃し　　酒井スマ子俳 句21 広報えちぜん

健康な暮らしのために…

健康づくりモデル事業

　健康増進室では、上山中、

下山中、四ツ杉地区の人を対

象とした健康づくりモデル事

業を行っています。事業では、

玄米ダンベル体操やメタボリックシンドローム予防教

室を行い、受講者の健康意識の向上を目指しています。

玄米ダンベル体操に参加した人からは「肩こりがなく

なった、体が軽くなった」との感想があり、効果は着

実に現れているようです。

インフルエンザの季節、予防をしっかり！

　インフルエンザは、通常の風邪の症状と同じように、

のどの痛み、鼻汁、咳などの症状が見られます。しかし、

通常の風邪と違う症状として、38℃以上の高熱、頭痛、

関節痛、筋肉痛などの全身にわたる症状が突然現れます。

　恐怖のインフルエンザを予防するために、次のこと

に気をつけましょう。

①殺菌するために、外出先から帰ってきたら

手洗いとうがいを必ず行いましょう。

②空気が乾燥するとインフルエンザにかか

りやすくなります。室内などでは十分な

湿度を保つよう心がけましょう。

③身体の抵抗力を高めるために、十分な休養と栄養を

日頃から心がけましょう。

④インフルエンザが流行してきたら、

人込みなどへの外出を控え、やむを

得ず外出するときはマスクを着用す

るなど予防に努めましょう。

もし、インフルエンザにかかった場合は、

①早めに医療機関で治療を受けましょう。

②睡眠を十分にとり、休養をとりましょう。

③お茶やスープなど、水分を十分に補給しましょう。

④他の人にうつさないために、治るまでは外出を控え、

マスクを着用しましょう。

問合せ先　健康増進室　☎36－1375

カニ鍋でおもてなし（昨年の様子）

第32回  水仙まつり「水仙・カニフェア」
　特産品の即売をはじめ、水仙やカニ鍋の無料配布、押し

花体験、水仙お茶会など、盛りだくさんの内容で皆さんを

お待ちしています。あつあつのカニ鍋を食べて一気に寒さ

を吹き飛ばしましょう。

と　き　１月20日（土）・21日（日）　10:00～16:00

ところ　「アクティブハウス越前」駐車場（厨）

問合せ先　越前町観光協会　☎37－1234

「男性悠々サロン」で身体を引き締めませんか

　最近、体力がちょっと気になる、お腹の脂肪もたま

りがち、腰も肩もこる…そんなあなたのためのサロン

です。このサロンでは、自分の体力に合わせ、ダンベ

ルを使って筋力トレーニングをします。自分の健康の

ためにぜひご参加ください。
と　き 内　容

1 １月17日（水）
健康相談、ダンベル体操2 １月31日（水）

3 ２月７日（水）
4 ２月28日（水） お料理に挑戦!

※全サロンとも9:30から

ところ　宮崎保健センター

定　員　20人（男性のみ、先着順）

申込・問合せ先　越前町社会福祉協議会　☎34－2388

　　　　　　　　社会福祉協議会宮崎支所、宮崎保健センター

　　　　　　　　☎32－3210

しゃぶしゃぶの味も格別虎
もがりふえ

落笛　　西元　青石俳 句
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得々情報

Q＆A

税の質問箱税の質問箱税の質問箱
今月と来月号は確定申告に関して問合せが多い事例についてお答えします。
第15回:医療費控除についてお訪ねします。
Ｑ１：私が平成18年12月中にかかった医療費について、病院から1月中に請求があるので、支払う予定をしています。

病院にかかったのは12月中ですが、平成18年分の申告書にはその分を含めて医療費控除として申告することが
できるのでしょうか。

Ａ１：各年の医療費控除の対象となる医療費は、その年の1月1日から12月31日までの間に実際に支払われた金額に
限られ、その支払いの対象となった期間を問いません。したがって、翌年の1月中に支払った12月分の医療費は、
平成18年分の医療費控除の対象とはなりません。(平成19年分の医療費控除の対象となります)

Ｑ２：私の父は、寝たきりの状態で入院しています。病院で使用するおむつを買いましたが、このおむつ代は医療費
控除の対象になりますか。

Ａ２：おむつ代を医療費控除に含めることができるのは、傷病によりおおむね6か月以上にわたり寝たきり状態にあり、
その治療を継続して行うために医師がおむつ使用を必要と認めていることが条件となります。この場合、「おむ
つ使用証明書」が必要ですので、医師に発行してもらってください。

問合せ先　税務課　　　　　　　　　　　☎34－8709　　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713
　　　　　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714　　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎21－3277

１月の越前町関連の番組放送時間表 

丹南のネタ。

19:30～19:45（1/1、2、3、4、5）
15:30～15:45（1/1、2、3、4、5）
21:00～21:15（1/1、2、3、4）

新春企画「丹南地域温泉めぐり」（泰澄の杜）

地域ふれあいチャンネル（2ch）

丹丹 南南 ケケ ーー ブブ ルル

テテ レレ ビビ ガガ イイ ドド

Jr［ジュニア］

18:30～18:42（1/10、11、12、13、14、15、16）
14:30～14:42（1/10、11、12、13、14、15、16）
20:00～20:12（1/9、10、11、12、13、14、15）

糸生卓球スポーツ少年団

ひと、くらし 輝いて　レッツ！スポレクカル

19:45～10:00（1/27、28、29、30、31、2/1、2）
15:45～16:00（1/27、28、29、30、31、2/1、2）
21:15～21:30（1/26、27、28、29、30、31、2/1）

合唱サークル コール越前（越前生涯学習センター）

丹南HOT情報チャンネル（5ch）
たんなん カラフルトーキング

7:00～ 7:30（1/1、2、3、4、5、8）
8:00～ 8:30（1/6、7）
12:00～12:30（1/1、2、3、4、5、8）
13:00～13:30（1/6、7）
19:00～19:30（1/1、2、3、4、5）
20:00～20:30（1/6、7）

2007年の町づくりを考える

7:00～ 7:30(1/9、10、11、12、15)
8:00～ 8:30(1/13、14)
12:00～12:30(1/9、10、11、12、15)
13:00～13:30(1/13、14)
19:00～19:30(1/8、9、10、11、12)
20:00～20:30(1/13、14)

飲酒運転撲滅を目指そう！

元気 丹南！ざっくばらん

8:30～ 8:45（1/1、2、3、4、5、8）
9:00～ 9:15（1/6、7）
12:45～13:00（1/7）
13:00～13:15（1/1、2、3、4、5、8）
14:00～14:15（1/6）
20:00～20:15（1/1、2、3、4、5）
21:00～21:15（1/7）
22:00～22:15（1/6）

三市町長の年賀状

辻・裏々

18:15～18:30（1/6、7、8、9、10、11、12）
14:15～14:30（1/6、7、8、9、10、11、12）
19:45～20:00（1/5、6、7、8、9、10、11）

越前町　小樟　編え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
二
十
二
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
二
十
二
回

図書館だより

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
二
十
二
回

　12月２日、町立図書館で合同読書会を行い、

会員24人が参加しました。神内八重先生（江波）

の感性豊かな詩の紹介や詩ができあがるまでの

興味深い話に、参加者は熱心に耳を傾けていま

した。

　12月９日、町立図書館で子ども図書館まつ

りが行われました。

　午前は11人の児童がふわふわ雪だるまづく

りに挑戦し、かわいい雪だるまが出来上がりま

した。午後には「にじの会」と「おはなしあい・愛」

による人形劇「宇田のお地蔵様」が上演され、

多くの子どもたちが楽しみました。

　また、「宝さがしゲーム」では、本の中にか

くれた“宝”を子どもたちは、ひとつでも多く集

めようと、ヒントを頼りに本棚の間を探し回っ

ていました。

神内先生の詩に参加者は感心しきり

上手につくった雪だるまと一緒にパチリ!!

合同読書会

子ども図書館まつり

本年も町内図書館をよろしくお願い申し上げます。

職員一同

建け
ん
り
ゃ
く
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
九
月

干か
れ
い飯
浦
・
玉
河
浦
か
ら
気
比
神
宮
へ
納
め
ら
れ
た

海
産
物
の
記
録
が
つ
く
ら
れ
る

気
比
神
宮
と
干
飯
浦
・
玉
河
浦

　

鎌
倉
時
代
も
は
じ
め
の
建
暦
二
年
、
敦
賀
の
気
比

神
宮
が
、
自
分
の
と
こ
ろ
へ
納
め
ら
れ
る
年
貢
や
雑

税
の
一
覧
を
つ
く
り
ま
し
た
（『
気
比
宮
社
伝
旧
記
』）。

こ
れ
は
、
源
平
合
戦
を
は
じ
め
と
す
る
戦
乱
な
ど
に

よ
り
、
領
地
が
い
ろ
い
ろ
と
や
や
こ
し
く
な
っ
て
い

た
状
況
を
踏
ま
え
、
気
比
神
宮
へ
納
め
ら
れ
る
年
貢

な
ど
の
出
所
・
数
量
な
ど
を
整
理
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
越
前
か
ら
越
後
・
佐
渡
に
い
た

る
日
本
海
沿
岸
各
地
か
ら
気
比
神
宮
へ
様
々
な
産
品

が
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
中
に
干

飯
浦
（
米
ノ
周
辺
）・
玉
河
浦
（
玉
川
）
か
ら
の
も
の

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
月
ご
と
に

納
め
る
品
目
・
量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
中
味
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

　

正
月　

苔
五
合

　

三
月　

若
和
布
五
合

　

五
月　

和
布
七
〇
帖

　
　
　
　

丸
塩
一
三
〇
果
（
丸
く
焼
固
め
た
塩
）

　

六
月　

四
十
五
櫃
（
内
容
不
詳
）
五
合

　

八
月　

甘
鮨
桶
五
口

　

十
月　

大
鮨
桶
二
口

　

こ
の
こ
ろ
の
「
鮨
」
は
、
現
在
で
い
う
い
わ
ゆ
る
ス

シ
で
は
な
く
、
ナ
レ
ズ
シ
で
す
。

　

ち
な
み
に
当
時
、
気

比
神
宮
の
宮
司
ら
は

京
都
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
と
い
う
こ
と
は
、

京
都
で
こ
れ
ら
「
ハ
マ

の
美
味
」
を
食
し
た
の

で
し
ょ
う
か
？
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 休日当番医

注）診察時間は、 9:00 ～ 17:00 です。

月 日

月 日
〜

１月21日㈰ 橘医院 ☎36－0015

１月28日㈰ 渡辺内科医院 ☎34－5515

２月４日㈰ 織田病院 ☎36－1000

２月11日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32－2774

２月12日㈪ 藤田病院 ☎34－0044

２ 15
１ 16

肺炎球菌予防接種
対象者 接種期間 場所

75歳以上 ２月28日㈬まで 織田病院

麻しん・風しん混合予防接種（ＭＲワクチン）
対象者 場所

（第１期）　　　　１～２歳未満 町内の医療機関

ＢＣＧ予防接種
対象者 場所

生後３か月以上６か月未満 町内の医療機関

三種混合予防接種
実施日 時間 場所

２月１日㈭ 13:30～14:30 越前生涯学習センター（梅浦）

３歳６か月児健診
実施日 時間 場所

１月18日㈭ 13:30～14:30 朝日保健センター（西田中）

１月22日㈪ 13:30～14:00 越前生涯学習センター（梅浦）

２歳６か月児歯科健診
実施日 時間 場所

１月30日㈫ 13:30～14:30 越前生涯学習センター（梅浦）

１歳６か月児健診
実施日 時間 場所

１月22日㈪ 14:00～14:30 越前生涯学習センター（梅浦）

１歳児健診
実施日 時間 場所

２月８日㈭ 13:30～14:30 朝日保健センター（西田中）

６～７か月児健診
実施日 時間 場所

１月25日㈭ 13:30～14:30 朝日保健センター（西田中）

幼児親子教室
実施日 時間 場所

１月17日㈬ 13:30 ～ 16:00 織田保健福祉センター（織田）

なかよしひろば
実施日 場所 電話番号

１月16日㈫ 朝日西保育所 34－5602

１月17日㈬
西徳寺保育園 37－1354

２月14日㈬

１月18日㈭ 陶の谷保育所 32－3014

１月24日㈬
小曽原保育所 32－2039

あさがお保育園 34－1110

１月26日㈮ 朝日南保育所 34－1614

１月30日㈫ 朝日北保育所 34－1762

２月９日㈮ 宮崎中央保育所 32－2067

２月13日㈫
朝日中央保育所 34－0081

四ヶ浦保育園 37－0305

毎週水曜日 はぎの保育園 36－0396

毎週木曜日
織田保育所 36－0160

たいら保育園 36－0251

　※参加する幼児は保険に加入しないため、安全管理は保護者の責任で
　　お願いします。

わいわいキッズ
実施日 時間 場所

毎週水曜日 9:30 ～ 11:30 宮崎保健センター（江波）

キッズふれあい教室
実施日 時間 場所

１月24日㈬ 10:30 ～ 11:30 宮崎保健センター（江波）

おはなし広場
実施日 時間 場所

毎月第1、3土曜日 14:00 ～ 15:00 織田図書館児童コーナー（織田）

広報えちぜん 24

赤ちゃん お く や み
（敬称略、12月20日現在） （敬称略、12月20日現在）

内　郡　山本　和
わかな

奏（幹也、女）

佐々生　藤井　愛
あいか

花（英輝、女）

気比庄　永宮　幸
こうき

樹（伸幸、男）

田　中　大橋　優
ゆ

羅
ら

（直昭、女）

乙　坂　近藤　花
かのん

音（康弘、女）

天　宝　臼井　翔
かける

琉（祐司、男）

青　野　青木　心
みゆう

優（裕宗、女）

茱　原　藤井　拓
たくと

翔（伸也、男）

小曽原　木原　愛
まなと

斗（雅夫、男）

江　波　山内　章
しょうご

悟（章喜、男）

広　野　宮本優
ゆ

壱
い

虎
と

（昌輝、男）

八　田　斉藤　亘
こうき

輝（輝幸、男）

梅　浦　須磨　芽
め

未
い

（俊介、女）

西田中 金井　　進 （88歳）

佐々生 藤井　幸雄 （57歳）

佐々生 天谷惠美子 （73歳）

栃　川 山本ひめを （82歳）

大谷寺 水島　清学 （86歳）

小曽原 古川　俊英 （75歳）

江　波 岡下　信夫 （75歳）

江　波 小谷スヱノ （97歳）

江　波 桑野　順一 （58歳）

江　波 竹内ふじ子 （90歳）

　厨 津田コトエ （95歳）

　厨 荒木　　茂 （76歳）

　厨 宮下　正義 （61歳）

新　保　長田　結
ゆ

那
な

（裕史、女）

　厨　　三笠　　昴
すばる

（周、男）

三　崎　河上　航
こうせい

誠（将人、男）

上山中　林　　姫
ひ

菜
な

（良紀、女）

高　佐 高矢　孝治 （76歳）

高　佐 松本　元子 （94歳）

上　野 佐々木　彰 （80歳）

結婚相談
実施日 時間 場所

１月22日㈪

13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）１月29日㈪

２月５日㈪

子育てサロン
実施日 時間 場所

毎週水・金曜日 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）

　※保健師育児相談（１月19日㈮）、応急手当講習会（１月24日㈬）、豆まき（２月２日㈮）

無料法律相談
実施日 時間 場所

１月16日㈫ 13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）

行政相談
実施日 時間 場所

１月26日㈮
13:00 ～ 16:00

老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

２月６日㈫ 越前町社会福祉センター（西田中）

消費者生活相談
実施日 時間 場所

毎週木曜日 9:00 ～ 17:00 朝日農村環境改善センター和室（役場隣）

子ども放送局
実施日 時間 場所

毎週土曜日 11:00 ～ 12:00 織田文化歴史館文化交流ホール（織田）

心配ごと相談
実施日 時間 場所

１月16日㈫

13:00 ～ 16:00

越前町社会福祉センター（西田中）

１月23日㈫ 宮崎保健センター（江波）

〃 越前地域福祉センター（梅浦）

１月26日㈮ 老人いこいの家「つるぎ荘」（織田）

２月６日㈫ 越前町社会福祉センター（西田中）

〃 宮崎保健センター（江波）

〃 越前地域福祉センター（梅浦）

２月９日㈮ 14:00 ～ 16:00 老人いこいの家「つるぎ荘」（織田）

やすらぎサロン（こころの健康相談）
実施日 時間 場所

１月17日㈬ 13:30 ～ 15:00 朝日保健センター（西田中）

認知症相談
実施日 時間 場所

毎週月曜日 9:00 ～ 12:00 織田保健福祉センター（織田）

人口と世帯
（12月1日現在）

人　口 24,789人
 （前月より11人減）

　男 11,958人
　女 12,831人
世帯数 7,239戸

納税のお知らせ

町県民税　４期
国民健康保険税　７期

納期限　１月31日㈬
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Q
R
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
で
、
上

の
Q
R
コ
ー
ド
を
撮
影
す
る
と
簡
単
に

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
ま
た
、
右
の
ア
ド
レ
ス
を
直
接

入
力
し
て
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

（　
　
　
　
　
　

）

第
10
回　

朝　

日　

空　

手

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
正
月
気
分

は
、
抜
け
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
▲
お
正
月
の
食
べ
物

と
し
て
「
お
雑
煮
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
名
の
と
お
り
餅
と

数
種
類
の
野
菜
を
煮
込
ん
だ
も
の
。

そ
の
お
雑
煮
も
地
域
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
▲
全
国
に
は
、
醤
油
や

味
噌
ベ
ー
ス
の
汁
、
焼
き
餅
を
入

れ
る
、
野
菜
を
入
れ
な
い
な
ど
、

中
に
は
小
豆
あ
ん
の
入
っ
た
餅
を

入
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す

▲
こ
れ
だ
け
多
く
の
違
い
か
ら
家

庭
独
自
の
お
雑
煮
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
日
本
全

国
で
同
じ
時
期
に
食
べ
ら
れ
る
料

理
「
お
雑
煮
」
は
誇
れ
る
日
本
文

化
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

冬
の
越
前
海
岸
に
咲
く「
越
前
水
仙
」。

日
本
海
の
厳
し
い
風
に
負
け
ず
、
可
憐

な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
１
月
20
日
・

21
日
の
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア
で
は
無
料

配
布
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

樹

大豆油インキで印刷しています

　

今
月
は
朝
日
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
学
2
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
8
人
が
毎
週

月
・
火
曜
日
に
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

朝
日
空
手
ス
ポ
少
は
、
柳
生
道
場
（
柳
生
利
行

師
範
）
の
小
学
生
の
部
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

13
年
続
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す
る

の
は
飛
田
重
治
師

範
代
で
、
一
人
ひ

と
り
丁
寧
に
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

稽
古
は
、
柔
軟

体
操
を
入
念
に
行

い
、「
型
」
と
言
わ

れ
る
基
本
稽
古
に

続
き
ま
す
。
こ
の
稽
古
で
は
、
い
く
つ
も
の
突
き

や
蹴
り
を
正
確
な
角
度
で
打
ち
込
め
る
よ
う
に
練

習
し
ま
す
。
そ
の
後
、
ミ
ッ
ト
を
装
着
し
実
際
に

突
き
や
蹴
り
を
打
ち
込
む
練
習
へ
と
続
き
ま
す
。 

「
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
言
え
る
こ
と
だ
が
体
の
柔

軟
性
は
大
事
で
、技
を
極
め
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

ケ
ガ
を
防
ぐ
こ
と
が
一
番
の
目
的
で
す
」
と
飛
田

師
範
代
は
言
い
、
ケ
ガ
を
し
な
い
体
づ
く
り
に
も

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

主
将
を
務
め
る
原
大だ

い
す
け翼

さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

は
、
2
年
生
か
ら
空
手
を
始
め
最
近
の
大
会
で
は

2
位
に
入
賞
し
た
そ
う
で
す
。「
空
手
を
見
に
行

っ
た
ら
や
っ
て
み
た
く
な
っ
て
始
め
た
。
最
近
、

練
習
が
き
つ
く
な
っ
て
き
た
け
ど
、
そ
の
分
上
達

も
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
空
手
を
続
け

て
大
会
で
は
優
勝
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

稽
古
の
最
後
は
「
組
み
手
」
が
行
わ
れ
、
試
合

さ
な
が
ら
の
緊
張
感
が
漂
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
時
に
は
痛
い
思
い
を
し
な
が
ら
も
、
痛
み
に
負

け
ま
い
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

飛
田
師
範
代
は
「
空
手
は
、
相
手
に
痛
い
思
い

を
さ
せ
る
し
、
痛
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
相
手
の
痛
み
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
を
通
し
て
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
養
っ

て
ほ
し
い
」と
子
ど
も
た
ち
に
願
い
を
込
め
ま
す
。

　

柳
生
道
場
で
は
毎
年
1
月
の
最
終
日
曜
日
に
呼

鳥
門
前
海
岸
で
寒
稽
古
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
も

参
加
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
素
足
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
た
後
、
膝
ま
で
海
に
つ
か
り
基
本
稽
古
や

組
み
手
を
行
い
ま
す
。
寒
さ
に
負
け
な
い
強
い
精

神
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
行
わ
れ

る
寒
稽
古
で
、
子

ど
も
た
ち
は
さ
ら

に
た
く
ま
し
く
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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